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＜連絡事項＞

· 本日17：30～第10回院内研修実施予定。日勤者は参加すること。

· 本日14：00～行事『弥生カップ』説明会実施予定。

· 本日より駐車場整備のため、青南病院職員第一駐車場の軽自動車の一部が駐車禁止。駐車できなかった軽自動車は青南病院患者様専用の第二駐車場に駐車する事。
· 3/25（水）14：00～青山荘にて上久保善郎様のケア会議予定。（通所参加スタッフ：佐々木、木村）

· 3/25（水）11：00～下舘SGM出張予定。

· 3/25（水）15：30～食事サービス提供委員会開催予定。

· エアロビクスにつくスタッフは確実に講師にエアロビファイルを渡す事。

＜外来患者様情報＞

・下妻　康貴様～仕事は順調との事。左足第5指に発赤あり、本人は「水虫かな」と話しているが、靴擦れのようなものであった為、処方は無く様子観察としている。

・松川　順子様～「時々具合が悪くなる時があるが、デイケアでは大丈夫」と話している。デイケア利用日を春を目途に4回/週→5回/週に変更予定としていたが、「週5回は大変だと思う」と話している。

・種本　サハ様～「給付金の用紙が届いて、2万円もらえる」喜んで報告している。体調については「良かったり悪かったりの状態」であると話しているが、担当医より通所には通うようにと伝えている。

・清水　泰雅様～「3/20は祝日の為休んだが、後は休む事無く通所している」と話している。彼岸で自宅に来客が会ったが顔は合わせなかったとの事。

・上川原　豊様～アレルギー症状はないとの事。3/27に母様が泊まりに来ると報告している。

・田中　宏明様～CGは続けているとの事。「仕事は怖い」と話している。

・北村　奈美様～母様のみ受診。本人は野球を見る為に受診に来なかったとの事。本人の状態については、『30分で料理を2品作らせたが「疲れた」と話しており、疲れやすい』と話している。担当医より慣れてくれば出来るようになる為、少しずつ行わせるように伝えている。

・川口八寿子様～3/13にケア会議を実施し、4月よりうみねこ幸房が正式利用となることを報告している。また3/27には法事で妹様が帰ってくること、3/31は詩吟の発表会であることを報告している。花粉症症状と風邪症状が同時にあるとの事で、アレグラ2錠・小青竜湯3×1　14日分、メインター点鼻薬1本処方となっている。

＜利用者様情報＞

・下口　政子様　～本日三戸群地域活動支援センターより通所利用日に関して電話連絡あり。以前通所日を増やす話があった際に本人が増やす事は考えているが、具体的なものは検討していないとの事であった。その後も本人・センターで話し合いを行っており、4/28（火）・5/11（月）に体験利用をしたいとの事。センターには両日とも利用可能であること伝えている。

・江刺家　陽輝様～昨日のエアロビクスの際、右足背の疼痛を訴え見学されている。やや発赤みられているが、熱感や腫脹はない。「前にどこかでぶつけた」と本人は話されている。本日表情の硬さはあるが他者との交流は見られている。

⇒引き続き様子観察を行い、本人の訴えを傾聴し、不安感・苛々感の軽減を図っていく。

・北嶋　剛　様　～本人より近況報告の電話連絡あり。父様の状態が2～3日悪く、状況次第では入院になるかもしれないと話している。それに伴い自分自身動揺しており、不安感が出現し睡眠状態が不安定であるとの事で、通院医療機関担当医に相談し、就床前薬を調整してもらったとの事。調整後は睡眠時間は確保できているが「途中で起きてしまう事がある」と話している。本人には不安感のある場合には電話連絡するよう伝えている。

・奥山　以依子様～青風荘より情報提供あり。現在青風荘スタッフと本人との間で交換日記を行っているが、日記の中に『神様』『超能力』に関する記載があったとの事。本人へ確認すると「神様になれるかなぁって思ってたんですけど」と話している。

⇒症状の変化も考えられる為、様子観察し、関係機関に情報提供を行っていく。

・前野　義勝様　～夕食作りや自分の時間を設けたいと担当医に相談した結果、了承を得たと話しており、今週から週3日（月・水・金）のナイトケア利用とするとの事。利用日を減らすに当たり、体調管理・金銭管理・食事バランスを崩さないよう説明し、定期的な面談を通して、金銭管理・生活状況を確認する事を説明すると了承されている。

⇒来所時は本人の状態を観察し、関係機関に情報提供を行っていく。

＜食事サービス提供＞

· 利用者様より「チャーハンの際の主菜がホタテフライ1つで寂しい」との意見あり。

· カレー等の際に、糖尿病食の利用者様の容器が主菜の器で来ているが、量が多くてこぼれる時があるので検討して欲しい。

· かぶの煮物が崩れやすく、取り分けが困難であった。

· 個数で分かれているものが、取り分けの際にグラム表示されている事があるので、個数表示をして欲しい。

· ナイトケア調理実習の際に、要望を聞き入れてメニューを考案して頂き、利用者様に好評であった。










